
 
 
 

 

「Ｘチャート」を見ながら、事柄の順序に沿って簡単な構成を考

えている。 

 
① ロイロノート Xチャートの活用 

 物語を構成する際に、「いつ」「どこで」「だれ

が」「何をした」等の文章を構成する上での要素

を考える必要がある。そこで、ロイロノートのシ

ンキングツールの一つである、「X チャート」を

活用する。「X チャート」を活用することで、文

章を構成する要素について想像を膨らませながら自由に書くこと

ができ、その要素から言葉を組み立てて文章を書くことの一助とな

る。また、出来上がった「Xチャート」を児童間で提出箱へ提出し、

共有し友達の考えと自分の考えを比較して、付け足したり、模倣を

したりするなどの取捨選択をし、文章を組み立てていく際に役立て

ていく。 

② ワークシートの活用 

 文章を構成するにあたって、人物の気持ちや考えを表す会話につ

いて想像を膨らませながら考えさせたい。そのために、ワークシー

トに吹き出しを書いておき、児童が自由に書き込めるようにする。

吹き出しに書き込んだ、会話文を文章に組み込んだり、文章の会話

や順番を考えて組み合わせたりすることにより深みのある文章に

なるように工夫させる。また、会話文を書く際には「～と言いまし

た。」ばかりにならないように、「～とたずねました。」や「～とさ

けびました。」等の言い回しを例示し、表現を工夫させる。 

研究主題に迫る手立て 

本単元における「論理的思考力」を 

働かせている児童の姿 

 


